
徳
川
義
親
、
秋
山
清
、

永
六
輔
、
五
木
寛
之
が
瞠
目
し
、

ピ
�
タ
�・
ブ
ル
�
ク
、

デ
レ
ク・
ベ
イ
リ
�
、

ピ
ナ・
バ
ウ
シ
�
が
敬
愛
し
た

孤
高
の
ミ
�
�
ジ
シ
�
ン
、

桃
山
晴
衣
の
音
界
遍
歴
の
記
録
を
、

「
随
想
」
と「
対
話
篇
」で
一
冊
に
凝
縮
。

桃山晴衣
［ももやまはるえ］

1939年6月22日東京都生まれ。
6歳から三味線を始め、1960年、
芸と文化を考える「於晴会」を
結成、桃山流を創立し家元と

なる。1963年、古曲、宮薗節に

入門、四世宮薗千寿の内弟子

となる。1974年、家元をやめ、
「古典と継承」シリーズの公演

を開始。1981年より「梁塵秘抄」
全国ツアーを展開。1987年、岐
阜県郡上に土取利行とともに

立光学舎を創設。1990・91年、
ピーター・ブルック演出「テン

ペスト」の音楽と歌唱を担当。
2008年12月5日、逝去。
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〈
個
の
充
足
と
隣
人
を
受
け
入
れ
る
や
わ
ら
か
さ
〉。

彼
女
は
古
曲
、
長
唄
、
端
唄
、
小
唄
、
復
元
曲
、
明
治
大
正
演
歌
、

梁
塵
秘
抄
、
今
様
浄
瑠
璃
と
、
縦
割
り
の
邦
楽
界
を
飛
び
超
え
、

多
岐
に
わ
た
る
日
本
音
楽
を
身
に
つ
け
、

そ
の
独
創
的
な
実
践
を
通
し
て
、日
本
人
の
豊
か
な
感
性
を
伝
え
て
ゆ
き
つ
つ
、

ピ
�
タ
�
・
ブ
ル
�
ク
や
デ
レ
ク・
ベ
イ
リ
�
、
ピ
ナ・
バ
ウ
シ
�
な
ど

世
界
の
ア
�
テ
�
ス
ト
と
も
創
造
的
な
交
流
を
は
た
し
て
き
た
の
は
、

こ
う
し
た
自
身
の
開
か
れ
た
生
き
方
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
る
。

│
土
取
利
行

伝
統
の
継
承
は
、
困
難
で
あ
�
て
も
不
可
能
な
道
で
は
な
い
。

古
典
の
再
生
も
そ
う
だ
。

し
か
し
、
そ
の
ふ
た
つ
を
同
時
に
同
時
代
の
音
楽
と
し
て
作
り
出
す
道
は
け
わ
し
い
。

桃
山
さ
ん
は
、
そ
の
ふ
た
つ
の
道
を
あ
え
て
歩
き
続
け
て
き
た
。

伝
説
を
生
み
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
再
出
発
し
、

新
し
い
伝
説
の
歌
い
手
と
し
て
無
限
の
旅
を
続
け
る

桃
山
晴
衣
の
う
し
ろ
姿
に
、
不
屈
の
ア
�
テ
�
ス
ト
魂
を

見
る
思
い
が
す
る
の
は
、
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

│
五
木
寛
之

今
様
の
冒
険

「
梁
塵
秘
抄
」に
出
会
え
て

「
梁
塵
秘
抄
」の
世
界
を
う
た
い
な
が
ら

各
務
原
雨
の
夜
ば
な
し
│
│
桃
山
晴
衣
＋
藤
井
知
昭
＋
青
木
雨
彦
＋
皆
川
達
也

遍
歴
と
輪
舞

ウ
�
ド
と
三
味
線
│
│
ハ
ム
ザ・
エ
ル
＝
デ
�
ン

デ
レ
ク・
ベ
イ
リ
�
と
の
即
興
／
パ
リ
の
三
人
の
音
楽
家

モ
ロ
�
コ
は
三
絃
の
国
／
パ
リ
か
ら
の
便
り

タ
ゴ
�
ル・
ソ
ン
グ
と
土
取
利
行
／
イ
ン
ド
紀
行

た
か
が
日
本
、
さ
れ
ど
日
本

　帰
郷
と
三
絃

内
な
る
風
景
、
外
な
る
風
景
／
祭
り
の
魅
力
を
感
じ
る
と
き

生
活
を
デ
ザ
イ
ン
す
る／
弾
き
語
り
放
浪
の
旅
か
ら

三
絃
世
界
は
フ
�
ン
タ
ジ
�
／
夢
二
の
三
味
線

げ
ん
げ
ん
ば
ら
ば
ら
奥
美
濃
日
記　

ビ
ジュ
ア
ル・ペ
ー
ジ

桃
山
晴
衣
自
筆
の
宮
薗
節
譜「
鳥
辺
山
」　

写
真
帖
よ
り　

目
次
よ
り

修
行
と
伝
統

伝
承
を
う
た
う／「
は
る
え
に
ち
ろ
く
」か
ら

家
元
と
呼
ば
な
い
で
／
家
元
制
と
近
代

交
歓
と
別
離

　

三
味
線
の
音
色
を
つ
く
る
│
│
竹
内
庸
介
さ
ん
訪
問

演
歌
と
叛
骨
│
│
添
田
知
道
さ
ん
訪
問

近
代
邦
楽
事
情
│
│
父
、
鹿
島
大
治
訪
問

平
曲
修
行
と
名
人
た
ち
│
│
井
野
川
幸
次
検
校
訪
問

胡
弓
の
理
想
│
│
横
井
み
つ
ゑ
さ
ん
訪
問

添
田
知
道
さ
ん
が
逝
�
て
し
ま
わ
れ
た

千
寿
師
匠
の
死
を
悼
む
／
秋
山
清
さ
ん
を
偲
ん
で　


